
令和５年度の活動報告

資料１



第１回幹事会
・時 期 令和5年4月28日（金）
・会議方法 対面方式（飛騨総合庁舎３Ｆ 大会議室）
・内 容 令和4年度の活動報告、令和5年度の活動計画（協議会・幹事会、合同防災

訓練、防災講演会など）について協議し、事務局案で了解を得た。
・意見要望
[合同防災訓練について]
⇒災害時に実際に関係機関が集まって対応することはないと思うため、実態に即し
たWeb会議での開催も検討いただきたい。

⇒訓練の前提条件となる、土砂災害警戒情報や避難指示の発令・解除のタイミング
を明確にしてほしい。

[防災講演会について]
⇒令和4年度に実施した防災講演会について好評だったため、令和5年度も実施して
いただきたい。

1.危機管理に係る事項 第１回幹事会

第１回幹事会の実施状況
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1.危機管理に係る事項 連絡協議会

書面開催の資料

連絡協議会
・時 期 令和5年5月8日（月）
・会議方法 書面開催（降雨により関係機関が防災体制に入ったため。）
・内 容 第１回幹事会の協議内容について承認をいただいた。その他意見は特

になかった。
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1.危機管理に係る事項 第２回幹事会
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第２回幹事会
・時 期 令和6年2月13日（火）
・会議方法 WEB方式
・内 容 令和5年度の連絡協議会及び幹事会における取り組み状況を共有するとともに、

活動結果を踏まえた、令和6年度の取り組み方針の事務局案を説明し、了解を得
た。また、令和６年能登半島地震に対する対応状況や防災講演会アンケートに
対する講演者からの回答、地区防災計画に関する岐阜県内の事例等を提示した。

・意見要望
[ワークショップの取り組みについて]
⇒今回のワークショップは比較的水害が起こりにくい（危機感が少ない）地域が対象で
あったが、取り組みを通して災害への危機感を共有できたことは大変良かった。ハ
ザードマップの配布だけでなく、住民自らが気づいて行動することに主眼を置いて取
り組みを進めていきたい。

[その他]
⇒能登半島地震に関する対応や取り組み事例について、続報があれば提供いただきたい。

第２回幹事会の実施状況（WEB方式）
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2.防災業務計画や地域防災計画の共有

地域防災計画等の中で、土砂災害対策に関する項目について、内容の追
加・修正はなかったため、関係機関間の情報共有は実施していない。

地域防災計画（高山市）の抜粋



令和5年度は対面(一部WEB)により、関係機関の防災担当者が合同で、以下を目的にした訓練を実施した。
① 関係者の「顔の見える関係」を維持し、知識醸成(防災対応能力の向上)を図る。
② 大規模土砂災害時における連携マニュアルに基づく関係機関の情報共有対応の確認・検証を行う。

想定した災害は台風接近に伴う豪雨⇒豪雨に伴い下記
の土砂災害が発生
①河道閉塞(高山市) ②大規模地すべり(飛騨市)
③集落孤立(白川村)

想定の大規模災害現象

・日時：令和5年6月28日（水）
・場所：岐阜県飛騨総合庁舎 大会議室
※4月28日(金)にステージ0の学習型訓練を実施(web)
※5月25日（木）に、事前説明会
（ステージ1の学習型訓練 含む）を実施(web)

合同防災訓練日時・場所

河道閉塞(イメージ)

3．防災訓練の実施結果 訓練概要
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機関 参加部署 人数

高山市 7名

飛騨市 4名

白川村 5名

岐阜県 防災課 1名

砂防課 3名

飛騨県事務所 3名

飛騨農林事務所 5名

高山土木事務所 7名

古川土木事務所 2名

林野庁 中部森林管理局 飛騨森林管理署 2名

国土交通省 中部地方整備局 高山国道事務所 3名

北陸地方整備局 神通川水系砂防事務所 8名

その他 立山・神通砂防スペシャルエンジニア 2名

合計 52名

ステージ1 大規模土砂災害の初動対応の確認【学習型】

ステージ4 応急対策を踏まえた住民警戒避難対応【学習型】

訓練項目（第1回幹事会時）
ステージ0 豪雨に対する土砂災害警戒避難対応の確認【学習型】

ステージ3 連絡調整会議対応【RP】

訓練項目（合同防災訓練時）
ステージ2 土砂災害情報等の共有・伝達対応【RP】

ステージ5 住民説明会対応【RP】

訓練項目（訓練事前説明会時）



3．防災訓練の実施結果 課題と対応方針案
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今後の対応方針（案）R5訓練の課題・要望など

今年度実施したRP（各機関の訓練時間の確

保）＋学習型訓練（他機関の災害対応の理解）

方式や学習型方式のみ等を検討する。また、

テーマやステージを絞って実施する。

■訓練方式（学習型・RPなど）について

ロールプレイングは有意義である。（1人）

ロールプレイングは止めていただきたい。（1人）

ロールプレイングで実施する場合は、十分な説明

と理解が必要。（2人）

次年度は、実災害時の対応を考慮しWEB方式の

実施を検討するが、次年度に協議会メンバーの

意見を再確認する

■開催方式について

開催方式はWEB方式を希望する。対面も重要なの

で隔年でもよい。（14人）

実災害時には市村内全域で災害が発生すること

が考えられるが、各機関ごとに1つの災害事象

について訓練し、また他の災害事象の影響を受

けないこととし行うことも検討する。

■今後訓練で取り上げてほしい事項

災害想定や訓練想定は、実情に応じたものかつシ

ンプルなものを希望する（市村の行うべきことに

特化する、災害想定箇所を絞る）（6人）

全機関が長時間拘束される合同防災訓練だけで

はなく、テーマを絞って、災害時の情報共有や

連携対応について、確認する場（勉強会等）を

設けることを検討する。

また、過去訓練の結果を整理し、e-ラーニング

等の各自の都合が良い時間で、災害時対応を学

べる手段を検討する。

■その他（訓練の必要性について）

幹事会、総会のみで十分であり、訓練は不要と考

える。（1人）

顔が見えるこうした訓練には意義があると思う。

（1人）



令和5年度 戸ヶ野地区・島地区土砂災害懇話会

日時 ：令和5年11月24日（金） 19：00～20：30

会場 ：白川村戸ヶ野地区 戸島多目的活動施設

実施内容

1.土砂災害リスクについて
2.わが家の危険地図の作成
3.わが家の避難シートの作成
参加者 戸ヶ野地区、島地区 住民13名
講 師 京都大学防災研究所附属

流域災害研究センター 宮田 秀介 准教授
参加機関：白川村総務課、神通川水系砂防事務所
主な意見（住民アンケート）
・危険な場所に家があるので、土砂災害に今後気を
付けていきたい。
・今日学んだ事を生かして自分の身を守りたいと
思った。
・危険な道を知る事が出来た。避難場所が確認出来
た。

宮田先生の土砂災害リスク説明 7

4．防災意識向上に関する活動 （1）白川村における住民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
と が の しま

災害イメージ
の写真シール

わが家の危
険地図作成

わが家の避難
シート作成



4．防災意識向上に関する活動 （2）防災講演会

日時 ：令和5年11月1日（水） 15：00～17：00
会場 ：飛騨総合庁舎３Ｆ 大会議室

講演議事 ：

（１）紀伊半島大水害時における大規模崩壊調査
（TEC-Force派遣）の紹介

北陸地方防災エキスパート 右近則男氏
（２）紀伊半島大水害の対応と復旧・復興について

十津川村役場 前村長 更谷慈禧氏

十津川村役場 建設課 参事 鎌塚康史氏

■概要 ■参加機関

3名高山市

4名飛騨市

1名白川村

3名飛騨県事務所

3名飛騨農林事務所

8名高山土木事務所

■アンケート結果
(感想と次年度以降に取り上げて欲しいテーマ)

■講演会実施状況

1名NPO神通砂防

2名TJSSE

3名神通川水系砂防事務所

1名京都大学

--

29名現地参加者合計

講師：十津川村 前村長 更谷氏

講師：北陸地方防災ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 右近氏
WEB配信状況

講師：十津川村建設課 鎌塚氏

■紀伊半島大水害に対する国の支援について現場で
の活動が良く分かった、市町村の立場での対応に
ついて発災時の実際の現場対応だけでなく、地域
の復興までの一連の話を聞くことができて良かっ
たという話が多かった。

以下、次年度以降に取り上げて欲しいテーマ

●土砂災害対応をされた市町村、自治体の担当者の体験談

を今後も聴講したい。【機関不明】

●被災地の経験談を聞くことは、大変意義のある事だと思

います。今後も継続してもらいたい。【TJSSE】

●発災時の建設業者との連携、調整、指示などの具体的な

訓練など。【TJSSE】

●よかれと思って対応したことが逆に被災者にとって迷惑

となったことなど、経験から学んだことなどについても

聴いてみたいです。【飛騨森林管理署】

8

岐阜県防災課・砂防課、古川土木事務所、飛騨森林管理署、
ほか北陸地方整備局など計8機関

WEB
参加機関

うこん のりお

さらたに よしき

かまつかやすふみ

うこん

さらたに かまつか
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5.連携マニュアルの更新

連携マニュアルは令和３年度に概成して以降、更新は行われていない。
令和５年度は合同防災訓練結果に基づく更新内容は特になかった。

連携マニュアル（抜粋）
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機関ごとの正誤割合（全問合計）

○ × 無回答

■事前学習の結果概要

6.その他の活動 事前学習

■正答率について

事前学習の全体の回答率は70％以上であった。

なお、以下の項目については回答率が全体平均より低い
（50-60％）であったため、次年度勉強会での重点項目
とする等、理解度の向上対応を検討する。

・リエゾン派遣について
・緊急調査の実施基準と土砂災害緊急情報の通知について
・土砂災害危険箇所の緊急点検について
・避難指示の発令・解除に関する助言について
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実施期間： 令和5年6月12日～6月28日
実施方式： 過年度に構築したweb学習ツールを活用し、連携マ

ニュアルの内容について学習する。
当学習は、合同防災訓練の目的でもある「連携マ
ニュアルに基づく関係機関の情報共有対応の確
認・検証」のため、連携マニュアルの理解度を挙げ
るためのものである。

問題形式： 択一形式（設問⇒解答および解説で1セット）
問題数 ： 20問
学習内容： 連携マニュアルに関連する内容、土砂災害に関す

る基礎知識など

■回答者数

7名高山市

1名飛騨市

1名白川村

3名岐阜県砂防課

3名飛騨県事務所

2名飛騨農林事務所

5名高山土木事務所

3名古川土木事務所

1名飛騨森林管理署

2名高山国道事務所

--

28名回答者合計

学習ツールは訓練当日までに、計28名に
回答頂いた。



日時 ：令和5年5月25日（木） 13：00～15：00

形式 ：合同防災訓練の事前説明会と同時開催

勉強会内容 「大規模土砂災害の特徴と対応」

１. 近年の土砂災害発生状況
２. 大規模土砂災害について
３. 土砂災害防止法に基づく緊急調査・緊急情報
４. 大規模土砂災害時の支援

参加機関

高山市、飛騨市、白川村、
岐阜県（防災課、砂防課、飛騨県事務所、飛騨農林事務所、

高山土木事務所、古川土木事務所）、
林野庁（飛騨森林管理署）、
国交省（高山国道事務所、神通川水系砂防事務所）

■概要 ■勉強会実施状況

■勉強会資料の例

6.その他の活動 勉強会
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